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保護者・地域の皆様へ            

令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果について 
明和町教育委員会 

令和7年10月 

 

 令和７年４月17日に、小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果の概要について、以下の通りま

とめました。 

 結果の公表については、保護者・地域の皆様に学校教育と家庭教育についてのご理解・ご協力を得ることが何よりも大切であると考え、教科に関す

る結果、学力の背景となっている児童・生徒質問紙調査から見られた本町の児童・生徒の好ましい傾向と教育課題、そして今後の取組についてお示し

させていただきます。 

 

 

教科に関する調査は、小学校では国語・算数・理科の３教科、中学校では国語・数学・理科の３教科で実施されました。明和町立小学校第６学年

の児童１６２人と明和町立明和中学校第３学年の生徒１９３人が参加しました。調査結果については、本町では、平均正答率を小学校国語でわずか

に上回り、算数ではほどんど差が見られず、理科でわずかに下回りました。中学校では国語、数学、理科ともにわずかに下回る結果となりました。 

以下に、調査結果から「おおむね理解している問題」と「課題がみられた問題」についてまとめました。 

 

【小学校 国語】    〔 〕内の記号は、問題番号 
 

＜おおむね理解している問題＞ 

☆時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付くことができるかどうかをみる問題    〔 ３（１） 〕 （正答率：約８割） 

☆時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることができるかどうかをみる問題  〔 ３二（１）〕（正答率：約８割） 

＜課題がみられた問題＞  

★目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討することができる 

かどうかをみる問題                                      〔 1一 〕（正答率：約５割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科に関する調査結果の概要 

〇 １と解答しているもの １１．３％  〇 ２と解答しているもの １４．４％  〇 ３と解答しているもの ２３．８％ 

○ ４と解答しているもの ５０．６％ （正解） 

 

              
 

 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

【話し合いの様子】における小森さんの傍線部の発言を説明したものとして適切なもの

を選択する。 
大問１一 

 

ここでは、【話し合いの様子】において、相手から聞きたいことを引き出すために、どのようにインタビューを進めるかを考えることが重要です。

しかし、小森さんが複数の質問の違いを関連付けていると捉えることはできるが、聞きたいことを相手から引き出そうとしていることを捉えること

ができていない誤答が２３．８％あります。複数の質問を関連付けて聞くことで、聞きたいことを相手から引き出そうと捉えることが求められてい

ます。 

誤答例の分析と課題 
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【小学校 算数】    〔 〕内の記号は、問題番号 

 

＜おおむね理解している問題＞ 

☆異分母の分数の加法の計算をすることができるかどうかをみる問題                〔 ３（４）〕 （正答率：約８割） 

☆伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができるかどうかをみる問題  〔 ４（１）〕  （正答率：約８割） 

 

＜課題がみられた問題＞ 

★目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる問題  

〔 １（２） 〕（正答率：約３割） 

★分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうか

をみる問題                                       〔  ３（２） 〕 （正答率：約２割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の学習の手立て＞   

目的や意図に応じて、集めた材料から必要な事柄を選んだり、その内容を検討したりすることが大切です。また、複数の質問がある場合、質問の違いを明

確にし、質問をつなげて聞くことができるよう指導していきます。 

 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

大問３(２) 
３/４+２/３について、共通する単位分数と３/４と２/３が、共通する単位分数の 

幾つ分になるかを書く。 

分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉で記述できていない

と考えられます。 

 

誤答例の分析と課題 

〈正答の条件〉 

次の(1),(2),(3)を書いている。 

(1)3/4と 2/3に共通する単位分数が、1/12であること

を表す数や言葉 

(2)3/4が共通する単位分数の幾つ分かを表す数や言葉 

(3)2/3が共通する単位分数の幾つ分かを表す数や言葉 

 

〇 (1),(2),(3)の全てが書けているもの・・・１９．４％ 

（正解） 

〇 (1),(2)を書いているもの・・・・・・・・０．６％ 

  (1),(3)を書いているもの・・・・・・・・０．６％ 

〇 (1)を書いているもの・・・・・・・・・・６．９％ 

〇 (2)を書いているもの・・・・・・・・・・０．６％ 

  (3)を書いているもの・・・・・・・・・・０．６％ 

〇 通分について書いているもの・・・・・・３６．３％ 

〇 上記以外の回答・・・・・・・・・・・・２６・９％ 

〇 無解答・・・・・・・・・・・・・・・・ ９．４％ 

 

 

 

 

 

A 「強」、「弱」それぞれの式にｙ＝０を代入すること 

B 上記Ａに対応するｘの値の差を求めること 

C 「強」、「弱」それぞれのグラフのｙ座標が０であるこ

とに 

  着目すること。 

Ｄ 上記Ｃに対応するｘの値の差を求めること 

Ｅ 上記Ｃに対応する２点間の距離を読み取ること 

   

・   Aのみ記述しているが十分でない…１．７％  

・   Bのみ記述しているが十分でない…４．０％ 

・   Cのみ記述しているが十分でない…０．６％ 

・   Dのみ記述しているが十分でない…７・９％ 

・   Ｅのみ記述しているが十分でない…  ０％ 

＜今後の学習の手立て＞   

分数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、単位分数を見いだすことができるように指導していきます。また、

共通する単位分数を見いだすことで、整数の加法に帰着して考察できるようにしていきます。 
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【小学校 理科】    〔 〕内の記号は、問題番号 
 

＜おおむね理解している問題＞ 

☆赤土玉の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤土玉の量と水の量を正しく設定した実験の方法をし、表現することができるかど

うかをみる問題                                   〔 １（１） 〕（正答率：約８割） 

☆電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いているかどうかをみる問題 

〔 ２（３） 〕（正答率：約８割） 

＜課題がみられた問題＞ 

★身の回りの金属について、電気を通すもの磁石に引き付けられる物があることの知識が身に付いているかどうかをみる問題   

〔 ２（１） 〕 (正答率：約１割） 

★レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現することができるかどうかをみる問題。 

 〔 ３（４） 〕（正答率：約２割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

大問２（１） アルミニウム、鉄、銅について、電気を通すか、磁石に引き付けられるか、それぞれの 

性質に当てはまるものを選ぶ。 

 

「合同な2つの二等辺三角形」という条件を、合同であることは変えずに、二等辺三角

形ではない三角形に変えた場合に、もとの証明のどの部分が成り立たなくなるのかを考

える。 

磁石の性質について、磁石に引きつけられる物と引

きつけられない物があること、電気を通すものと通

さない物があることの２つの知識を身につけていな

いためと考えられます。 

誤答例の分析と課題 

＜今後の学習の手立て＞    

理科に関する知識の習得だけでなく、自然の事物・現象と関係付けたり、知識を相互に関連付けたりして、理解を深めることができるよう指

導していきます。 

 

〇 アルミ二ウム１、鉄１、銅２として解答しているもの  

・・・１．２％ 

〇 アルミ二ウム２、鉄１、銅1として解答しているもの  

・・・５．６％ 

〇 アルミ二ウム２、鉄１、銅２として解答しているもの  

・・・４．３％ 

   （正解） 

〇 鉄２として解答しているもの      ・・・７．４％ 

〇 アルミ二ウム、鉄、銅のいずれかに３・４として解答してい

るもの               ・・・８０．２％ 

〇 上記以外・・・０．６％ 

〇 無回答 ・・・０．６％ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 上記Ｃに対応するｘの値の差を求めること 

Ｅ 上記Ｃに対応する２点間の距離を読み取ること 

   

・   Aのみ記述しているが十分でない…１．７％  

・   Bのみ記述しているが十分でない…４．０％ 

・   Cのみ記述しているが十分でない…０．６％ 

・   Dのみ記述しているが十分でない…７・９％ 

・   Ｅのみ記述しているが十分でない…  ０％ 
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【中学校 国語】    〔 〕内の記号は、問題番号 

 

＜おおむね理解している問題＞ 

☆目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができるかどうかをみる問題  〔 １二 〕（正答率：約８割） 

☆文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることができるかどうかをみる問題                            

〔 ３二 〕（正答率：約９割） 

 

＜課題がみられた問題＞ 

★資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができるかどうかをみる問題     

〔 ２四 〕（正答率：約２割）    

★文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみる問題       〔 ３四 〕（正答率：約１割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

大問３四 
「一 榎木の実」に書かれている場面が、「二 釣の話」に書かれていないことによる 

効果について、自分の考えとそのように考えた理由を書く。 

 

文章の展開について根拠を明確にして考えることができないもの、このような展開になってどのような効果があるかを自分の

考えで具体的に書いていないもの、またその理由を文章の内容を適切に取り上げていないものがあると考えられます。 

 

誤答例の分析と課題 

＜今後の学習の手立て＞   

文学的な文章において、文章全体や部分における構成や展開を把握した上で、なぜそうなったのか、どんな効果があるのかを根拠をもとにし

て考えていけるよう指導していきます。 

 

〈正答の条件〉 

次の条件を満たして解答している。 

(1)どのような効果があるかを書いている。 

(2)(1)の理由を「一 榎木の実」にあるが、「二 釣の話」

にはないという展開を踏まえて書いている。 

(3)(2)について、物語の内容を適切に取り上げている。 

 

〇 (1),(2),(3)の全てが書けているもの・・・・１４．５％ 

（正解） 

〇 (1),(2)を満たし、(3)を満たさない。・・・・・・０％ 

  

〇 (1),(3)を満たし、(2)を満たさない。・・・３３．２％ 

 

〇 上記以外の回答・・・・・・・・・・・・・２０．２％ 

〇 無解答・・・・・・・・・・・・・・・・・３２．１％ 

 

 

 

 

 

A 「強」、「弱」それぞれの式にｙ＝０を代入すること 

B 上記Ａに対応するｘの値の差を求めること 

C 「強」、「弱」それぞれのグラフのｙ座標が０であること

に 

  着目すること。 

Ｄ 上記Ｃに対応するｘの値の差を求めること 

Ｅ 上記Ｃに対応する２点間の距離を読み取ること 

   

・   Aのみ記述しているが十分でない…１．７％  

・   Bのみ記述しているが十分でない…４．０％ 

・   Cのみ記述しているが十分でない…０．６％ 

・   Dのみ記述しているが十分でない…７・９％ 

・   Ｅのみ記述しているが十分でない…  ０％ 

 

 

A 道のりが等しいことと、かかった時間を基に、わけ 

を書いている。 
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【中学校 数学】    〔 〕内の記号は、問題番号 

 

＜おおむね理解している問題＞ 

☆必ず起こる事柄の確立について理解しているかどうかをみる問題  〔 ７（１） 〕（正答率：約８割） 

 

＜課題がみられた問題＞ 

★素数の意味を理解しているかどうかをみる問題          〔 １  〕     （正答率：約２割） 

★式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる問題。 

 〔 ６（２） 〕（正答率：約２割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

大問１ １から９までの数の中から素数を全て選ぶ。 

 

「合同な2つの二等辺三角形」という条件を、合同であることは変えずに、二等辺三角

形ではない三角形に変えた場合に、もとの証明のどの部分が成り立たなくなるのかを考

える。 

素数の意味について「１とその数自身以外に約数をもた

ない」という意味を捉えられず、１を素数に含むと解答

したものが、５９．６％あります。基本的な知識の定着

が十分でないと考えられます。 

誤答例の分析と課題 

＜今後の学習の手立て＞    

素数についての理解は、約数・倍数など整数の性質を捉え直すことにつながります。基礎的な知識を確実に身に付け、その上で思考力を伸ば

していけるよう指導していきます。 

 

 

 

図形の性質を考察する場面では、観察や操作、実験などの活動を通して、予想した事柄が成り立つ理由を筋道立てて考えることができるよう

にするとともに、条件を変えるなどして総合的・発展的に考察することができるように指導していきます。 

 

〇 ２，３，５，７と解答しているもの・・・・２１．８％ 

（正解） 

〇 ３，５，７と解答しているもの・・・・・・・２．１％ 

 

〇 ２，３，５，７、９と解答しているもの・・・４．１％ 

 

〇 １、２，３，５，７と解答しているもの・・・１７．６％ 

 

〇 １，３，５，７、と解答しているもの ・・・８．３％ 

 

〇 １，３，５，７、９と解答しているもの・・・１６．６％ 

 

〇 上記以外で１を含んで解答しているもの・・・１７．１％ 

 

〇 無解答・・・０．５％ 

 

 

 

 

 

・・・３６．７％ 

②かなたさんがかかった時間が短いことのみ 

               ・・・   ３％ 

B かなたさんとほのかさんのそれぞれ歩く速さを基にわ

けを書いている。 

〇 Ⅰに③と解答し、 

Ⅱに④と解答しているもの（正解） ･･･29.3％ 

〇 Ⅰに③と解答し、 

Ⅱに⑤と解答しているもの ･･･17.8％ 

〇 Ⅰに①または②と解答し、 

Ⅱに④または⑤と解答しているもの ･･･19.5％ 

〇 その他  ･･･15.5 ％ 

〇 無解答 ･･･17.8％ 
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【中学校 理科】    〔 〕内の記号は、問題番号 
 

＜おおむね理解している問題＞ 

☆身近な電化製品の電気回路について探究する学習場面において、回路に抵抗がついている理由を問うことで、抵抗に関する知識が概念と 

して身に付いているかどうかをみる問題             〔 ３（２） 〕（正答率：約８割） 

 

＜課題がみられた問題＞ 

★水の中の生物を観察する場面において、呼吸を行う生物について問うことで、生命を維持する働きに関する知識が概念として身に付い 

ているかどうかをみる問題                   〔 １（４）  〕（正答率：約３割） 

★塩素の元素記号を問うことで、元素を記号で表すことに関する知識及び技能が身に付いているかどうかをみる問題。 

 〔 １（５） 〕 （正答率：約３割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

大問１(4) 生物１から生物４までの動画を見て、呼吸を行う生物をすべて選択する。 

 

「合同な2つの二等辺三角形」という条件を、合同であることは変えずに、二等辺三角

形ではない三角形に変えた場合に、もとの証明のどの部分が成り立たなくなるのかを考

える。 

生命を維持する働きに関する知識が求められますが、動いてい

る生物が呼吸を行う６０．８％、動いていない緑色の生物が呼

吸を行う０．５％、緑色の生物のみが呼吸を行う１．０％解答

している。生命を維持する働きに関する知識が、概念として身

についていない考えられます。 

誤答例の分析と課題 

＜今後の学習の手立て＞    

生命を維持する働きとして、消化や呼吸、動物の体が必要な物質を取り入れ運搬している仕組みなどと関連付けて、理解できるよう指導して

いきます。 

 

 

 

図形の性質を考察する場面では、観察や操作、実験などの活動を通して、予想した事柄が成り立つ理由を筋道立てて考えることができるよう

にするとともに、条件を変えるなどして総合的・発展的に考察することができるように指導していきます。 

 

〇 生物１、生物２、生物３、生物１・２、 

生物１・３生物２・３、生物１・２・３と解答し

ているもの  

・・・６０．８％ 

〇 生物４と解答しているもの・・・・・・・０．５％ 

 

〇 生物２・４と解答しているもの・・・・・１．０％ 

 

〇 生物１・２・３・４と解答しているもの 

・・・２７．３％ 

（正解） 

〇 上記以外の解答・・・１０．３％ 

 

 

・ 述しているが十分でない…  ０％ 

 

 

A 道のりが等しいことと、かかった時間を基に、

わけ 

を書いている。 

①歩いた道のりが等しいことのみ・・・３６．

７％ 

②かなたさんがかかった時間が短いことのみ 

               ・・・   

３％ 

B かなたさんとほのかさんのそれぞれ歩く速さを

基にわけを書いている。 

〇 Ⅰに③と解答し、 

Ⅱに④と解答しているもの（正解） ･･･29.3％ 

〇 Ⅰに③と解答し、 

Ⅱに⑤と解答しているもの ･･･17.8％ 

〇 Ⅰに①または②と解答し、 

Ⅱに④または⑤と解答しているもの ･･･19.5％ 

〇 その他  ･･･15.5 ％ 

〇 無解答 ･･･17.8％ 
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【 小 学 校 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【 中 学 校 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人の役に立つ人間に 

なりたいと思う。 

 

96.9％ 
（全国96.4％） 

学級の友達との間で話し合う活

動を通じて、自分の考えを深め

たり、新たな考え方に気づいた

りすることができている。 

90.5％ 
（全国84.9％） 

93.8％ 
（全国91.6％） 

85.0％ 
（全国77.7％） 

 

質問紙からみられた子どもの姿 

97.７％ 

（全国96.４％） 

いじめはどんな理由があって

もいけないことだと思う 

授業で ICT機器を 

週3回以上使用して

いる 

94.8％ 
（全国76.5％） 

89.4％ 
（全国81.3％） 

人の役に立つ人間に 

なりたいと思う。 

子どもたちが肯定的に回答した割合が高かった主な設問 

課題の解決に向けて、 

自分で考え、自分から 

取り組んでいた。 

普段の生活の中で、

幸せな気持ちになる

ことがある。 

土・日曜日など学校が休みの日に、１日どれくら

いの時間勉強をするか。（塾・家庭教師・インタ

ーネットを活用した学習も含む）（1時間以上） 

 
小 35.5％（全国47.1％） 

中 35.5％（全国57.9％） 

家におよそどれくらい本があるか。 

（一般の雑誌・新聞・教科書は除く） 

（１０１冊以上） 

 

子どもたちの課題がみられた設問 

明和町では、教育活動全体において、子どもたちを認めたり励ましたりしながら自尊感情を育み、仲間と安心して学び合える環境

づくりに取り組んでおります。子どもたちの「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業づくり、命の大切さや他人を思いや

る心をはぐくむ教育の充実、安全で安心して過ごせる環境づくりを目指しています。子どもたちの回答からもその成果が伺えます。 

個別的な学びや協働的な学びを進めることで、子どもたちの学習の理解度が高まります。これからも IＣＴ機器を効果的に活用し、自

分の考えをうまく相手につたえることができる力を育てる授業づくりに取り組み、学校・家庭・地域とともに明和町の教育を進めて

いきます。 

ゲーム、SNSや動画視聴の時間は、小中学生ともに増加の傾向にあり、読書や家庭学習の時間に大きな影響を与えています。各学

校では、読書環境の整備や家庭学習が充実したものになるよう家庭学習の手引き等をご家庭に提示し取組を進めてまいります。ご家

庭では、子どもたちが学習に取り組みやすい環境づくりや声かけをお願いします。 

小 30.2％（全国30.9％） 

中 20.7％（全国27.2％） 

 
授業で ICT機器を 

週3回以上使用して

いる 

89.4％ 
（全国71.7％） 

地域や社会をよくす

るために何かしてみ

たいと思う。 


